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「沖縄縄病院医学雑誌第43巻発刊のお知らせ」 

 

沖縄病院職員のみなさまへ。遅くなりましたが沖縄病院医学雑誌第 43 巻の発刊のお知らせ

です。すでに皆様、各科のお手元には届いていると思います。年末年始の少し時間がある時に

目を通していただければうれしいです。編集後記にも紹介しましたが、今年春に新型コロナ感

染症は5類へ移行し社会の動きが大きくかわりました。集会や移動制限が解除され、旅行者も

増加し街は活気を取り戻しています。スポーツの声援も可能となり、テレビ越しに感動が伝わ

ってきます。特に印象に残ったのが野球の WBC、バスケットボールワールドカップで、選手の

活躍に、会場一体となった応援にとても感動しました。そしてチームの指導者、栗山監督やトム

ヘッドコーチの言葉に強くうなずかされました。両者に共通することはチームを、そして選手を

「信じる力」でした。病院の仕事もチームワーク、年間の活動のまとめとして沖縄病院医学雑誌

発刊を続けています。 

第 43 巻には 16 編投稿いただきました。医局以外から 10 編の過去最多の投稿で、ここ数年

の院内各科の勢い、頑張りが見て取れます。最初の 3 編を紹介します。臨床研究部から臨床研

究支援活動をひとつのプロジェクトと捉え、計画から実施、終了まで各ステップを明確化し職

員への支援活動を報告しています。薬剤部からは SMO 支援のない医師指導治験業務を電子

カルテ上で定型文を作成しデータ収集もれを防止し、治験プロセスを効率化した取り組みを報

告しています。検査科から癌遺伝子検査に関わる病理検体の取り扱いを見直し成功率を45%

から 98%へ大きく改善したことを報告しています。いずれも診療業務の問題点・課題を明確

化し解決策を講じ行動した記録で、すばらしい取り組みです。 

新年度 4 月にはいよいよ医師の働き方改革関連法が適用となります。医療にも効率化が求め

られていますが、働き甲斐を高め、医療の質を向上させる機会になると考えています。 

共に働く「仲間を信じ」、新しい年を飛躍の年にしましょう。 令和5年 師走  
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